
（１）索道営業基数の推移 　　

（３）索道営業基数の分布
　　　(令和４年度末現在）

資料：東北運輸局　　

（２）索道輸送人員の推移

資料：東北運輸局

資料：東北運輸局　　

(注)各年度末現在

(注１)平成９年５月に法令改正があり、特殊索道は甲種、乙種、丙種の区別がなく
なった。
(注２)各年度末現在
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